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皆さん、毎日のように新聞・テレビ等でニュースになっている振り込み詐欺等の「特殊詐欺被害」どれほど

あるかご存知ですか。 

2016年の被害状況は、全国で14,151件、約406.3億円、徳島県で58件、約1.6億円と深刻な状況です。特

に最近では、還付金詐欺が増加しており、中でも高齢者の方が被害に遭うケースが多くなっています。 

「特殊詐欺に遭わないように」、「運悪く被害に遭った場合に」どうすればいいのか？など、弁護士と一緒

に撃退法、被害に遭った時の対処法等についての術を勉強する講演会を開催します。 

多くの県民の方の参加をお待ちしています。 

 

  ２０１７年３月２４日（金）１８時００分から１９時００分まで 

  徳島県労働者福祉会館５階 ５０２会議室 

     ［徳島市昭和町３丁目３５－１］ 

      演 題 「特殊詐欺？まさか、私が！」 

～そうならないように、弁護士と一緒に勉強しましょう～ 

     講 師 久米 一義 弁護士（あわ共同法律事務所所属） 

 

主  催   徳島中央ライフサポートセンター 

       〒770-0942 徳島市昭和町３丁目３５－１      

申  込  先 

問い合わせ先 

徳島中央ライフサポートセンター事務局 

電 話 088-623-4105 

ＦＡＸ 088-678-4177 
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「特殊詐欺？まさか、私が！」講演会 

～そうならないように、弁護士と一緒に勉強しましょう～ 

日 時 

場 所 

内 容 

mailto:chuou-lifeh@utopia.ocn.ne.jp
http://www1.ocn.ne.jp/~chuou-lf/


ペットボトルのキャップで世界の子どもにワクチンを届けよう！！ 

エコキャップ運動にご協力ください！ 

エコキャップ運動は、2005年当時ボランティア活動をしていた神奈川県の女子高校生が「ペットボトル本体は

リサイクルされているが、ふたはゴミに出すのがもったいない何かできないか。」と言う話から、集めたキャッ

プの売却益をポリオワクチンを開発途上国へ贈るための運動に寄附しようとしたところから始まっています。 

 「地球環境問題」「資源活用」「国際貢献」の３つを活動テーマに設定し、エコキャップ運動を他の多くの団体

に参加を呼びかけ、運動の主体として2006年１月「エコキャップ推進全国連絡協議会」を設立、2007年４月「エ

コキャップ推進協会」へと改名し運動を進めていました。 

 活動の結果、キャップを収集する団体やキャップを買い取る業者が全国に広がり、2010年には毎月１億個のキ

ャップが収集されるようになりました。 

 徳島県内では、（公社）徳島県労働者福祉協議会において、2015年度末までに累計853,175個（ワクチン1,016.1

人分、6,401kgのCO2排出量相当）のエコキャップをNPO法人「エコキャップ推進協会」に送付する活動を続け

ておりました。 

徳島中央ライフサポートセンターにおいても会員の皆様の協力を得ながら、2012 年度 12,523 個、2013 年度

21,857個、2014年度26,952個のエコキャップを収集し労福協を通じ活動に協力してきたところです。 

ところが、2013年9月以降、NPO法人「エコキャップ推進協会」がキャップの売却益を「世界の子どもにワク

チンを日本委員会」に寄附せず、障がい者の雇用支援に取り組む団体への寄付に充てていたことがわかり、（公

社）徳島県労働者福祉協議会では活動を休止しました。これに伴い、徳島中央ライフサポートセンターも2015年

度はエコキャップの収集を中止していました。 

 2016年に入り（公社）徳島県労働者福祉協議会において、経由団体等を変更し「世界の子どもにワクチンを届

けよう‼」の初期目的を達成できることとなったことから、2016年からエコキャップの収集を再開しました。 

徳島中央ライフサポートセンターも2016年4月からエコキャップの収集を再開しております。 

現在、ペットボトルは、年間約250億本が生産され回収率は62％、

再資源化率は37％で完全再資源化には、ほど遠い状況です。日常生

活のなかで頻繁に利用されているペットボトルのキャップを、一般

のゴミに混ぜてしまうと、焼却処分されCO2の発生源になり、埋め

立て処分されると土壌を汚染し地球環境を破壊することになりま

す。 

地球温暖化が進行するなか、ボトルキャップを分別回収すること

により再資源化を促進し、CO2 の発生を抑制でき、そしてキャップ

の売却益で世界の子どもにワクチンを届けることができるのです。 

 家庭や職場で集めたペットボトルのキャップを徳島中央ライフサポートセンターへお持ちくだ

さい。 

善意のキャップで世界の子どもたちを救いましょう‼ 

 

 
■暮らしなんでも無料相談■ 

専門のアドバイザーと連携して、あなたの暮らしを応援します！ 

ひとりで悩まないで、一緒に解決の糸口を見つけましょう！ 

◇法律相談 ◇一般相談 ◇金融・保険相談 ◇労働相談 など 

TEL ０８８－６２３－４１０５（徳島中央ライフサポートセンター） 


